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調理行動に伴い蓄積する油汚れの実態調査

ーキッチンプランや調理時の行動が油汚れの蓄積状況に

与える影響-
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The oil mist or kitchen exhaust diffusesinto various parts of a house as well as the kitchen itself ，the
mist is responsible for the formation of oil stains on the surface of respective rooms ，i.e.，the surface of
the ceiling and walls. With an open type kitchen ，a range of the oil mist di妊usion tends to expand ，and
the authors believe that the condition of the living-cum-dining room might be deterioratea as a result.
Twelve residences in Niigata City were chosen to clarify the extent of the oil stain accumulation. In the
first place ，four to five Teflon sample plates (20x 40 rnm) were installed at four corners of the ceiling of
the kitchen and living-cum-dining room. Three mcinths after the installation ，a process of removing the
plates that had been installed in the corners of the ceiling started: the plates were rerrioved one at a
time in an interval of one month in order to measure the color difference (L1E* ab reading) by chroma
meter. Furthermore ，in some of the houses chosen ，the sample plates were installed in the other rooms
as well. It was confirmed that L1E* ab reading in all residences had increased in accordance with the
passage of time. It was noted that the oil stain had a high tendency to accumulate at points where the
ventilation stayed ，and that the sagarikabe wall was effective for preventing the diffusion of theoil mist.
It is also to be noted that the kitchen layout as well as the cooking performance at respective homes
had much to do with the accumulation as well as the condition of the oil stains.
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1. 緒言

キッチンは調理行動に伴い多くの汚れが発生し，居

住者にとって汚れが気になる空間である.中でも油汚

れについては，汚れの気になる程度が高く，油汚れが

付着する換気扇などは汚れが目立つと感じている居住

者が多いという報告がある J) 油汚れについて，レン

ジ周りの油汚れは目につきやすく清掃頻度が高い汚れ

であるが，油煙が室内を拡散した後に天井等に付着し

て発生した油汚れは，時間の経過に伴い温湿度や光な
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どの影響を受けて変質し，除去の困難な汚れとなる.

さらに，油煙は拡散範囲が広く，近年増加しているオー

プンタイプのキッチンではリビングダイニング(以下，

LD) の居住性に影響することが懸念される汚れであ

る.

これまでにも，調理によって発生する汚れや臭気に

ついての研究は多く行われており，室内において汚れ

や臭気の気になる箇所や清掃頻度について意識調査を

行ったもの 2)3) や，居住者が油汚れの蓄積量を主観的
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表 1. 調査対象住戸

住戸形態 建築年 居住年 家族構成
加熱調 キッチン

調査期間
調査

理機器 タイプ 日数

NO.1 集合 1992 1993
2 人

ガス クローズド 2005/10/07 - 2006/04/11 187
(70歳代)

NO.2 集合 1988 1989
2 人

ガス クローズド 2005/10125 - 2006/04/07 165(60歳代)

No.3 集合 1995 2003
4 人

ガス クローズド 2005/10/22 - 2006/04/19 180
(子供 2 人+40 歳代)

No.4 集合 1995 1995
4 人

ガス クローズド 2005/10/22 - 2006/04119 180
(子供 2 人+30 歳代・ 40歳代)

No.5 集合 1998 1998
4 人

ガス セミオープン 2005/10/23 - 2006/04119 179
(子供 2 人+30 歳代・ 40歳代)

NO.6 集合 2003 2004
2 人 IH オープン 2005/10/12 - 2006/04111 180
(70歳代・ 80歳代)

NO.7 集合 2003 2005
2 人 IH オープン 2005/10/09 - 2006/04/07 181
(70歳代)

NO.8 戸建 2003 2003
4 人 IH セミオープン 2005/11130 - 2006105/26 179
(子供 2 人+30 歳代)

NO.9 戸建 2003 2003
3 人 IH オープン 2005/11123 - 2006/05/13 173
(50歳代 2 人・ 80歳代 1 人)

NO.10 戸建 2003 2003
4 人 IH セミオープン 2005/11124 - 2006/05/13 171
(子供 2 人+30 歳代・ 40歳代)

NO.11 戸建 2003 2003
4 人 IH オープン 2005/11124 - 2006/05/13 171
(子供 2 人+30 歳代)

NO.12 戸建 2004 2004
4 人 IH セミオープン 2005/12/03 -2006/05/16 175
(子供 2 人+30 歳代・ 40歳代)

に回答した例 4)がある.しかし，レンジ近傍以外の壁・

天井に蓄積した少量の油汚れについては主観評価にば

らつきが多く見られたという報告もあり 5) ，蓄積状況

の実態を明確に捉えることはできなかった.また，油

臭の拡散や油汚れの蓄積に影響を及ぼす要因は多くあ

り，家庭によって実態は様々であることから，実態調

査を行い，多様化するキッチンプランや調理時におけ

る行動との関係について検討することは特に重要と考

える.

そこで，油汚れの評価方法について検討したところ，

天井や壁面上部に設置した試料(白色テフロン板)の

色差を測定する方法が妥当であることが明らかとなっ

た 6) ことから，本研究では同様の方法を用いて室内に

蓄積する油汚れの実態調査を行い，キッチンプランや

調理行動が油汚れの蓄積状況に及ぼす影響を明らかに

することを目的とした.具体的には，対象住戸のリビ

ングダイニングキッチン(以下， LDK) 内に試料で

ある白色テフロン板を設置し，色彩色差計を用いて経

時的に色差測定を行うとともに，ヒアリング調査や換

気量測定を行った結果との関連性について分析した.

2. 研究方法

調査対象住戸は表 1 に示す新潟市内の 12戸である.

油汚れの蓄積には気密性や室の広さが影響すると考え

られたため，室の広さが同程度で気密性の高い集合住

宅(マンション)と，築年数が新しく気密性能の高い

戸建住宅とした.加熱調理熱源としで，ガスレンジも

しくは電磁調理器(以下， IH) が用いられており，

居住人数は 2 人以上で，家族構成は夫婦と子ども世帯，

高齢者夫婦世帯，夫婦と高齢者同居世帯であった.調

査期間は 2005 年 10 月~2006 年 5月である.

油汚れの実態調査に用いた試料は，色の変化が分か

りやすい白色で，耐候性に優れることから，白色テフ

ロン板とし， LDK 内の天井や下がり壁 4 箇所

(A~D) に試料を設置した.日数の経過に伴う油汚

れの蓄積過程をみるため，試料 (20X40 mm) を 1箇

所につき 4枚ずつ(もしくは 5枚)設置し， 3 カ月目

以降 1カ月毎に l 枚ずつ回収・色差測定を行った.ま

た，一部の住戸ではレンジ近くの壁面 (E) にも試料

を設置し，最終月に測定した.試料の設置場所につい

ては，以下のような設置基準を定めたが，キッチンの

形態は住戸により多種多様であることから，各住戸の

キッチンプランに合わせて適宜変更を加えることとし

た.

〈試料の設置基準〉

A:. レンジの前に立った場合の調理者頭上になるよう

な位置とし，レンジフードから 500mm 程度離れた天

井面に設置した.
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図 1. 対象住戸の平面図および試料設置場所
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B/C: キッチン内の天井面隅とし，壁面や棚にできる

限り近い場所(室の端からの距離が 200mm 以内)に

設置した.

D: LD 内の天井隅とし，壁面や棚にできる限り近い

場所(室の端からの距離が 200mm 以内)に設置した.

E: IH使用住戸のレンジ近くの壁面(レンジからの

距離が 1，000 mm 以内)で，設置可能な場所に高さ

800 ~ 1，800 mm 程度で設置した.

基準に変更を加えて試料を設置した住戸として，オー

プンタイプのキッチンを持ち LDK が一体型である

NO.9 では， C も LD の天井隅に設置した. NO.11 は，

B をキッチン内の下がり壁(天井と垂直面)に設置し

た. NO.12 は，天井面が高く梁が多く出ていたこと

から， A についてはレンジの前に立った場合の調理

者頭上になるような位置の梁(天井と水平面)に設置

し， B はキッチン内隅の梁(天井と水平面)に， C は

キッチン内隅の梁(天井と垂直面)に， D はキッチ

ンに隣接する畳スペース上部に位置する梁(天井と水

平面:キッチンとの境目に近く，室の中心部である)

に設置した.各住戸の平面図および試料の設置場所を

図 l に示す.なお，油煙の拡散状況等と関わる室の大

きさについては，寸法等の情報を図 Iに記載した.

色彩色差計による測定では，測定条件を一定にする

ため，試料の下に白色校正板 (y 94.1 ， x 0.3131 ， y

0.3204) を置き，試料の上から 10kg の荷重を掛けて

測定することとし，測定結果は， L*♂ b* 表色系で数

値化した.測定値より，明度の差をあらわす L1L*値，

緑味の差をあらわす L1 a*値，黄味の差をあらわす

-L1b* 値を求め，最終的に，総合的な色差をあらわす

L1E*ab 値を求めた.算出に用いた式は以下のとおり

である 7)

{L1L * 値， L1♂値， L1b*1i直および L1E ホab 値の算出式〉

L1L ホ =Lr*-Ls*

(Ls * :油汚れ付着前， LJ: 油汚れ付着後)

d 事ー* *a =ar -as
(aJ: 油汚れ付着前， ar* 油汚れ付着後)

L1b* =br 事 -bs ホ

(bJ: 油汚れ付着前， br本:油汚れ付着後)

L1E 事 ab= .•f (L1L *) 2 + (L1♂)2+(L1b ・) 2

また，油汚れの蓄積状況に影響を及ぼすと考えられ

る以下の項目についても検討した.

.ヒアリング調査

調理内容と調理頻度，調理時の換気方法，冷暖房の

種類，喫煙者の有無，間仕切の開閉状況についてヒア

リング調査を行った.ヒアリングは試料設置日に，各

住戸において主に調理を行う主婦に対して行った.

・レンジ使用時間の推定

各住戸のレンジフードに小型温度記録装置を設置し，

レンジ使用時に起こる温度上昇値より，レンジ使用時

聞を推定することとした.

・レンジフードファンの吸込み口風量の測定

各住戸のレンジフードファンの吸込み口において，

風向風速計を用いた風速測定を行い，断面積を乗じて

吸込み口風量を算出した.測定点は，吸込み口の断面

積を 16 個以上に等分し，その面積の中央で測定を行

うこととし，面積の一辺は 150 mm 以下となるように

した.なお，風量の算出に用いた風速は，等分した各

面の風速の平均値とした.

3. 結果および考察

(1) 喫煙・暖房・間仕切りや窓の開閉状況

喫煙と開放型暖房器具の使用については試料の色変

化に影響を及ぼすニとが懸念される.喫煙者について

は， NO.3 ， NO.9 ， No. 11 に l 名ずつおり，喫煙場所 I

はいずれも LD 内で， NO.9 では喫煙は時々行われ，

NO.3 および NO.11 では日常的に行われていた.油汚

れの蓄積による試料の色変化と喫煙による試料の色変

化の関係について検討した例は少ないことから，本研

究では喫煙者がいない 9住戸に加えて，喫煙者がいる

3住戸も調査対象とすることとし，喫煙が色変化に及

ぼす影響についても検討した.暖房機器については主

にエアコン，ガス FF 式暖房，蓄熱式暖房などが用い

られており，開放型暖房器具の使用はみられなかった.

調査期間には， LDK 内の間仕切や窓は閉められて

いることが多かったが，マンションでは一部， LDK
内の間仕切を開放していた.冬季の暖房時には特に閉

鎖的になり，調理時に発生した油煙は室内にこもりや

すい状況となっていた.

(2) 平均色差の経時的変動状況

LDK 内の天井や下がり壁 4 箇所に設置した試料

(A~D)の平均 L1L*値， L1a*イ直，L1b*1i直について，緑

味の差を示す d♂値は増加と減少を繰り返していた

が，明度の差を示す L1L*値は日数の経過とともに低

下(明度の低下)し，黄味の差を示す L1b*値は上昇

(黄味の上昇)する様子がみられた(図 2) .平均

L1E*ab 値については，全ての住戸で時間の経過に伴

い増大していた(図 3).
図 2 における NO.6 および NO.11 や，図 3 におけ
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図 3. A~D の平均 L1E*ab 値の変化

る NO.7 のように， L1L*値や L1b*~直が上昇と低下を繰

り返したり， L1E*ab 値が一時的に低下した後に再び

，上昇したりした原因としては，試料を l 箇所につき 4
枚(もしくは 5枚)ずつ設置していたことにより，設

置場所が同じ試料開においても油汚れの付着状況が微

妙に異なっていたことが考えられる.また，このよう

な一時的な低下などの状況は値が小さい場合に多くみ

られたことから測定誤差の影響も考えられ，設置期間

が短い場合に同じような状況がみられたことから 6)

設置期間が短く油汚れの付着量が少ない場合には特に

設置場所が同じ試料開でも色差のばらつきが生じやす

いことが示唆された.

(3) キッチンプランの違いが及ぼす影響

最終月における各試料の L1E*ab 値測定結果および

天井 4箇所に設置した試料 (A~D) の平均 L1E*ab 値

を図 4 に示す.また，特徴的な事例として， 4 住戸の

L1E*ab 値を 0~12 の尺度に区分して図示した(図 5).
図 5 に用いた L1E*ab 値の評価尺度は，既往研究 6) を

参考に定めた.ただし，本研究の調査期間は約 6 カ月

間であり，既往研究 6 )における調査期間(約 4 カ月間)

に比べて長く，色差の変動範囲がより広くなっていた.

その結果，既往研究 6)で用いられていた評価尺度の範

囲 (LJE*ab 値が 1.00 未満まで)を超える住戸もみら

れたため，従来の評価尺度を参考に以下のような変更

(599)

を加えることした.変更点について，謂査期聞が短い

既往研究 6) においては変化量が小さい rO.OO 以上

0.05 未満」と rO.05 以上 0.10 未満」を 2 段階に分け

ていたが，本研究においては rO.OO 以上 0.10 未満 J
を評価尺度 rOj とし， 1.00 を超ええ部分については，

尺度を追加することとした.

図 4 より， No. 1， No. 2， 'No. 6， No. 7 宅では天井

4 箇所に設置した試料の L1E*ab 値の場所による差が

小さい傾向がみられたが， NO.8 では試料の設置場所

によって L1E*ab 値に大きな違いがみられた. NO.8 は

セミオープンタイプのキッチンであり，キッチン内で

発生した油煙が隣接する LD に拡散しやすい状況があっ

たことや， LD 内の天井にはエアコンが設置されてお

り気流に影響を及ぼしたことが考えられる.さらに

NO.8 はレンジフードファンの稼動がほとんど行われ

ておらず，油煙の室内残留量が多くなっており，レン

ジフードファンの代わりに LD の天井に設置されてい

る換気扇を稼動させていたことも影響して，ダイニン

グの天井面に設置した試料 D の色差が大となったと

推測する.

1) キッチンと LD とのつながり方が及ぼす影響

対象住戸のキッチンプランについて，キッチンと

LD とのつながり方に着目し，調理時の油煙臭の拡散

しやすさの観点から以下のような 3種類のタイプに分

類することとした.なお，本研究における対象住戸は

全てリビング，ダイニング，キッチンが隣接している

タイプで，キッチンとリビングやダイニングが廊下な

どを挟んで完全に分類しているタイプは含まれなかっ

た.分類結果は表 l に示したとおりである.

〈対象住戸のキッチンの分類〉

①クローズドタイプ:キッチンと LD は隣接して

いるが，出入り口以外は壁面で仕切られているタイプ.

②セミオープンタイプ:キッチンと LD は隣接し
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図 4. 最終月における各試料の L1E*αb 値と A~D の平均 L1E*ab 値
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NO.ll オープン (IH)
8( 下がり壁)の II E*ab 値が最も大きく、 A
{レンジ上部 )1ま最も小さな値となった。ま
た、Aよりも壁面に般置した獄料の変化の

方が大きかった。

NO.3 クローズド(ガス)
A( レンジよ部)の II E*ab 値が費量も大きく、c
(キッチン隅、冷蔵庫上郁)もやや大きな値と
なっていた。 c(キッチン入口側隅)と D(ダイニ

ング隅)の値はほぼ同程度であった。

⑥

~

NO.7 オープン (IH)
天井4箇所に段置した鉱料のうち、 D(リビン
グ隅)の II E*ab 値が最も大きかった。また、

天井に骸置した飲料よりもレンジ近傍の壁
面に股置した鼠料の変化の方が大きかった。

NO.2 クローズド(ガス)
c( キッチン隅、冷蔵庫上部)の IIE*ab 値が最

も大きかった。 Cを除く3笛所について、場所
による差は小さかったが A( レンジよ都)がや
や大き〈、口(ダイニング隅)がやや小さな値と

なっていた。

※鯛査期間において、閉められていることが多い間仕切りゃ窓については と示した。

図 5. 最終月における測定結果の事例

ており，キッチンと LD を仕切る壁面の一部に聞きが

あるタイプ. NO.12 宅はレンジ奥のみ壁面が位置す

るタイプで，他のセミオープンタイプキッチンと比べ

ると壁面面積が小さいが， r③オープンタイプ J キッ

チンに分類されている住戸は壁面での仕切りが全く無

いタイプであることから，今回は「②セミオープン

タイプ j とした.

③オープンタイプ:キッチンと LD は隣接してお

り，これらの聞を仕切る壁面が無いタイプ.一部住宅

は下がり壁(天井から 40cm 程度)でキッチンと LD
が仕切られていた.

図 4 に示すように，オープンタイプの NO.6 ， NO.7 ，
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図 6. キッチンとリビングダイニングとのつながり方

と L1E*ab 値の関係
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図 7. キッチン内に設置した試料の L1E*ab 値一レン

ジ上部とそれ以外との比較一
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No. 11， No. 12 では天井面に設置した試料のうち， LD

に設置した試料の L1E*ab 値がやや大きな値となって

おり，クローズドタイプの No. 2， No. 3， No. 4 では

LD に設置した試料の L1E*ab 値が最も小さな値となっ

ていた.キッチン内と LD 内に設置した試料の最終月

の平均 L1E*αb 値を比較したところ，クローズドタイ

プの住戸ではキッチン内における油汚れの蓄積量がや

や多く，セミオープン，オープンタイプでは LD へ拡

散しやすい傾向もみられた(図 6) .キッチン内に設

置した試料の L1E*αb 値の方が大であったクローズド

タイプキッチンを持つ 3戸 (4戸中)では，その平均

L1E*ab 値は LD の約 1.3~ 1.8倍であった(それ以外

の l 戸は約 0.8 倍). LD 内に設置した試料の

L1E*ab 値の方が大であったセミオープン・オープン

タイプのキッチンを持つ 7 戸では，その平均 L1E*ab

値はキッチンの約 1.0~2.9 倍であった(それ以外の

l 戸は約 0.9 倍) .

2) 加熱調理熱源の違いが及ぼす影響

図 4 より，ガス使用住戸(特に No. 3， 4) ではレ

ンジ上部に設置した試料 (A) の L1E*ab 値が大きい

様子がみられた.図 7 において，レンジ上部に設置し

た試料 (A) とキッチン内に設置したそれ以外の試料

の平均 L1E*αb 値(壁面に設置した試料を除く)を比

較したところ，ほとんどの住戸でレンジ上部に設置し

た試料 (A) の L1E*ab 値の方が大きいか同程度であっ

た.レンジ上部に設置した試料 (A) の L1E*ab 値の

方が大であった 4戸(ガスレンジ使用の 5戸中)では，

その L1E*ab 値は他の試料の約 1.0~1.6 倍であった

(それ以外の 1戸は約 0.8 倍) .一方， IH 使用住戸で

はレンジ上部に設置した試料 (A) の L1E*ab 値は最

も小さい場合もあり，キッチン内の他の場所に設置し

た試料の平均 L1 E* ab 値と比較して小さい住戸が多

かった.他の場所に設置じた試料の平均 L1E*ab 値の

方が大であった 6戸 (IH使用の 7戸中)では，その

L1E*ab 値はレンジ上部に設置していた試料 (A) の約

1.0~2.0 倍であった(それ以外の l 戸は約 0.9 倍) .

また， IH を使用する住戸において，レンジ近くの

壁面に設置した試料 (E) の L1E*ab 値は， 5戸(レン

ジ近くの壁面に試料を設置していた 6戸中)でレンジ

上部に設置していた試料 (A) よりも約 1.4~2.6 倍

大きな値となっていた(それ以外の l 戸は約 0.5 倍) .

天井 4 箇所に設置していた試料 (A~D) の平均 E*ab

値よりも大き句場合もあった (4戸 /6 戸中) .なお，

既往研究 6) において，ガス使用住戸で、は壁面に設置し

た試料は天井に設置した試料の L1E*ab 値より小さかっ

たことが報告されている.

以上のように，ガスレンジ使用時にはレンジ上部の

天井に油汚れが蓄積しやすく， IH 使用時には壁面や

天井隅に油汚れが蓄積しやすいことが分かつた.この

ことは，既往研究 8) で報告されているようにガスレン

ジと IH では発生する上昇気流性状が異なり，その影

響により油煙の拡散状況が異なったためと推測される. •

3) その他キッチンプランが及ぼす影響

No. 2， No. 5， No. 9 では，棚や冷蔵庫の上部の

みが空いている場所や出窓部分に設置した試料の

L1E*ab 値が最も大きな値となっていた.背の高い棚

や冷蔵庫の上部のみが空いている場所は上昇気流が起

こりやすく油煙が上方向に流れやすかったこと，いっ

たん流れた油煙が滞留しやすかったことなどの理由に

より，油汚れが蓄積しやすい場所であったと推測され

る.また，下がり壁や梁部分に試料を設置していた住

戸 (No. 11， 12) ではその箇所の L1E*ab 値が最も大

きな値となっており，拡散している油煙が下がり壁や

梁の部分にぶつかり，油汚れとして蓄積したと考えら

(601) 37



日本家政学会誌 Vol. 59 No. 8 (2008)

表 2. 調理内容についてのヒアリング調査結果

NO.l l 此II 、煮る 換̃ ¦揚!日

NO.2 雄ム、煮る 比丘ム ¦場ぱ

NO.3 比丘ム、患ふ、煮る 最 ~.fる.

No.4 比 ~Q 、農ふ、煮る 揚げる

NO.5 比丘ム、臆̃ 揚げる i 煮る

NO.6 比主主、煮る 島ふ、揚 Jf.ゑ
NO.7 比主主、島ふ ノ

揚げる、煮る

NO.8 比丘ム 最ふ、煮る 揚げる

NO.9 煮る 位主主、民ふ、揚げる

NO.I0 位主主、民ふ 揚げる、煮る

NO.ll 脆ふ 比丘ム、揚げる、煮る

NO.12 此丘ム 島ふ、揚 .f.fゑ.、煮る

表 3. 調理時の換気方法についてのヒアリング調査結果

1

1

2

2

2

1

1

1

1

2

2

2

使用前 使用後

ー. -・
ーー・

レンジフードファンの稼働時間を示す

①

②

③

④

⑤

⑥

パターン 住戸

<*窓開けを意識的に行っている住戸)

①レンジフードファンはほとんど使用しない。 N 0 .6*

②レンジ使用後のみ稼働。 N 0.8

③レンジ使用途中̃使用後もしばらく稼働。 N 0 .1*

④レンジ使用中のみ稼働。 N 0.9 、N 0 .10

⑤レンジ使用開始時̃使用後もしばらく稼働。 N 0.2 、N 0.4* 、NO.5 、
N 0.7 、N 0.11 、N 0.12

⑥在宅時は常に稼働。 N 0.3

れる.このことから，オープンタイプのキッチンを持

つ住戸では，下がり壁が LD への油煙の拡散を防止す

る効果を持つことが示唆された.

(4) 調理時の行動が及ぼす影響

調理時の行動に関して，油煙の発生量と関わる因子

として「調理内容 J， Iレンジ使用時間 J について，油

煙の室内残留量に関わる因子として「調理時の換気に

対する意識の高さ J ， Iレンジフードファンの吸込み口

風量」について検討した.

「調理内容 j と「調理時の換気に対する意識の高さ J
については，ヒアリング調査を行った.妙める，焼く，

煮る，揚げるといった調理方法の頻度を聞いたところ，

全体的に妙、めものの調理頻度が高く，次に焼き物・煮

物の頻度が高く，揚げ物の調理頻度は低い傾向がみら

れた(表 2). 60 歳以上の夫婦 2 人暮らしの NO.1 ，

No. 2， No. 6， No. 7 および NO.8 では揚げ物調理はほ

とんど行われていないか，月に 1回程度と頻度が少な

いことが分かつた.また，これらの住戸は 1日当たり

の油を使用する調理回数も他に比べて少なかった.特

に調理頻度の高いメニューとしては，野菜/肉妙め

(No.3 ， 6， 7， 8) ，焼魚/肉 (No. 1， 2， 8， 10) ，妙
めてから煮る/煮込む料理 (No. 1， 5， 12) ，煮物 (No.
4， 9) ，揚げ物 (No.11) などが挙げられた.

調査期間における，調理時の換気方法を表 3 に示す.

調理時の換気方法は，キッチン内のレンジフードファ

ンのみを使用し，レンジ使用開始時̃終了時，もしく

は終了後もしばらく稼動し続けている住戸が多かった.

NO.3 では，調理時以外も弱風量で常に稼動させてお

り， NO.4 ではレンジフードファンの f吏用に加えとき

どき窓を開けていた.一方， NO.1 および No ，. 6 では

あまり換気が行われていなかった. NO.8 ではレンジ

フードファンはほとんど使用せず，調理終了後にダイ
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巨遍~:Mu.1
中

図 9. レンジフードファン吸込み口風量の測定結果
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(表は全調査期間における累積レンジ使用時間)

図 8. ガスレンジ使用時間と A~D の平均 L1E*ab 値

の関係

表 4. 調理時の行動が油汚れの蓄積状況に与える影響を検討するための評価尺度

[泊爆の発生還に係わお因子) > . 'I:::'/;/í;:必以E務理彫の換気象主婦が%国剰だ以:汚点予
調理内容¦レンジ使用時間 l 換気意識¦吸込口風量

1 I蓄積干にくい I 油の使用:調理量!少 J I 累積レンジ使用時間「短 J I 換気に対する意識 i高 J I 吸込口風量 I大 j

I I I 1刻み I I 0.5 刻み I I 1刻み I I 0.5 刻み

I I I 3段階評価 I I 6段階評価 113 段階評価 1 16 段階評価

3 I蓄積しやすい I 油の使用・調理量「多 J I 累積レンジ使用時間 f長 J I 換気に対する意識「低 J I 吸込口風最「小」

(換気意識については 3段階評価であるが、便宜上一部住戸を 1.5 とした。)

ニングの換気扇を使用していた.

レンジ使用時間については，レンジフードファンに

設置した温度記録装置による測定結果をもとに， 5 分

間で 0.3"C以上の急激な温度上昇が起こった時点から

最高値に達するまでをレンジ使用時間として推定する

こととした.その結果，ガスレンジ使用住戸において

は，レンジ、使用時間の増加に伴い L1E*ab 値が大きく

なる様子がみられた(図 8) が， IH 使用住戸では温

度変動が緩やかでありレンジ使用時間を推定すること

はできなかった.

レンジフードファンによる排気効率を比較するため， I

簡易的に吸込み口風量を求めることとした.吸込み口

形状にはカバータイプのものとフィルタータイプのも

のがみられ，フィルターはステンレス等の網状フィル

ターと不織布フィルタ}であった.網状フィルターの

住戸でも，清掃しやすさの観点から網状フィルターの

上に不織布フィルターを設置している様子 (No.5 ， 8，
11) がみられた.また，風量を 3段階(弱/中/強)も

しくは 2 段階(弱/強)で切り替えることができたが，

測定時には最も使用頻度が高い強さに設定した(図 9).
調理時の換気量については，ガスレンジを使用する場

合には燃焼ガスが発生することから機械換気設備の設

置が義務付けられており，理論廃ガス量からレンジフー

ドを用いた場合の必要換気量として 300 m3 /h 以上が

目安とされている 9 )燃焼ガスが発生しない IH 使用

時についても熱・水蒸気・油煙・臭気等が不快感や結

露の発生原因となることから，既往研究叩)川において

は 150m3/h (次世代省エネルギー基準の断熱性能を

有する住宅の場合)が参考値として示されている.し

かし，ガス使用住戸で 300 m3 /h に， IH 使用住戸で

150m3 /h に達している住戸はなかった.また，測定

値はカタログ値(カタログに記載されていた風量)の

21~40% となっていた.このような風量の減少には，

換気設備の管理状況と給気量の確保の状況などが考え

られる.具体的には，管理状況については，不織布フィ

ルターの交換(清掃のしやすさから不織布フィルター

を設置している住戸が多い)やレンジフードファン内

部の清掃などの管理状況の影響が考えられ，このこと

については既在研究山 3) においても報告がある.また，

給気量の確保については，レシジフードファンと給気

箇所との位置関係，ダクトの長さなどの影響が考えら

れる.

以上述べてきた「調理内容 J ， rレンジ使用時間 J ，
「調理時の換気に対する意識の高さ J ， r レンジフード

ファンの吸込み口風量 J の 4 項目に関して，油汚れの

蓄積しやすきの観点から表 4 のような相対的尺度を用

いて評価を行い，総合的にどう影響するかについて検

討することとした.

「調理内容」については，油煙の発生量に関係する

揚げ物などの油を使用する調理の頻度(最も頻度が低
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納例中-No.3

・・・・... NO.9
帽司..... NO.10

・・-NO.l1

理時間

I:J.E*ab 値
NO.3 I 0.90
NO.9 I 0.75

換気意檎 INO.l0 I 0.76
NO.ll I 0.97

ÀE*.b健が「大」の住戸

吸込ロ

風量
調理時間

企E拘b値
NO.4 I 0.47
No.5 I 0.5唱
NO.8 I 0.65
NO.12 I 0.53

ÀE*.b値が『中」の住戸¦・吟・・・ NO.4

相暢鶴酬榊 NO.5
.圃申圃・ No.8

帽・ -No.12

吸込ロ

風量

-・欄.岡田 NO.1
.......No.2
四世田 NO.6

-・-No.7

間理時間

調理内容
3

ÀE句b値が「小」の住戸

吸込ロ

風量

い 1~ 最も頻度が高い: 3) で評価した.調理の量

が少なく，揚げ物調理をほとんどしない No.l ， NO.2 ，

NO.6 ， NO.7 の評価結果を ru ，調理の量はやや多い

が，揚げ物調理の頻度は低い NO.8 ， NO.9 を W2l
調理の量や揚げ物調理の頻度が高い NO.3 ， NO.4 ， No.
5， No. 10， No. 11， No. 12 を r3j とした. íレンジ

使用時間 j については，レンジ使用時間を推定できた

5住戸(ガスレンジ使用)の中でレンジ使用時聞が短

かった順(最も短い. 1~ 最も長い: 3) で評価した.

NO.1 を ru ， NO.4 を r1.5l NO.2 を r2j ， NO.5 を

r2.5j ， NO.3 を r3j とした. í調理時の換気に対する

意識の高さ」については，油煙の室内残留量に関係す

る調理時の換気方法(最も意識的に換気を行っている:

1~ 意識的な換気を行っていない: 3) で評価した.

調理中の換気方法としてレンジフードファンの稼動に

加えて窓開けを時々行っていた NO.4 およびレンジフー

ドファンの稼動時間が特に長い NO.3 を最も換気意識

が高い住戸と考え ru とし，レンジフードファンの

稼動時間がやや長い NO.9 および NO.10 を r1.5j と

し，レンジフードファンの稼動時聞がやや短い No.2 ，

No. 4， No. 5， No. 7， No. 11， No. 12 を r2j とし，

調理時に意識的な換気を行っていない No. 1， NO..6，
NO.8 を r3j とした. íレンジフードファンの吸込み

口風量 J については，算出結果の高い )11貢(最も高い:

1~ 最も低い: 3) で評価した. NO.1 および NO.9 を

ru ， NO.5 および NO.12 を r1.5l No.lO および No.
11 を r2j ， NO.2 および NO.4 を r2.5j ，他に比べて

特に 4、さなイ直であった No. 3， No. 6， No. 7， No. 8 を

r3j とした.

評価結果は天井と下がり壁 4 箇所に設置した試料の

平均 L1E*ab 値の大きさから 3つのグループに分類し，

レーダーチャートで図示した(図 10). 調理や換気は

室内全体の油煙のこもりやすさに影響すると考え，全

住戸に共通の基準で設置している試料の L1E*ab 値の

平均値が，室内全体の油煙や油汚れのこもりやすさを

検討するための指標として適していると考えた.

L1E*ab 値が[小」の住戸 (No. 1， 2， 6， 7) につい

ては， L1E*ab 値が「中」ゃ「大」の住戸に比べて油

の使用・調理量が少ないことが共通していた.このよ

うな住戸においては，換気意識やレンジフードファン

の排気効率にかかわらず油汚れの蓄積量が少ないこと

が示唆された.

L1E事 ab 値が「中」の住戸 (No. 4， 5， 8， 12) と

「大J の住戸 (No.3 ， 9， 10， 11) については，調理

時におけるレンジフードファンの稼働時聞が長く換気

に対する意識が高い住戸 (No. 4， 5， 12) ほど L1E*ab

値が小さい傾向がみられた.しかし， NO.3 および No.
11 は換気に対する意識が高いものの， NO.3 は油の使

用頻度が高いこと，レンジ使用時間が長いこと，レン

ジフードファンによる排気効率が低かったことなどの

理由が重なり L1E*ab 値が大となったと考えられる.

最も L1E*ゅ値が大きかった NO.11 は，調理頻度の高

いメニューとして揚げ物を挙げるなど，特に油の使用

頻度が高い住戸であった.一方， NO.8 は油の使用・

調理量が少ない割に L1E*ab 値が大きかった.この要

因として換気意識が低いことや吸込み口風量が小さかっ

たことが考えられた.

これらの結果から，油汚れの蓄積量には調理内容や

量が強く影響することや，調理の内容が同様の場合に

は，換気意識を甫めて調理時のレンジフード稼動時間

を長くすることや同時に窓開けを行うことが油汚れの

蓄積量を少なくすることに効果があることが明らかと
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めにはレンジフードファンの稼動時間を長くするなど

意識的に換気量を確保することが重要である.

・対象住戸におけるレンジフードファンの吸込み口風

量は非常に小さく，十分な換気が行われているとは言

い難い状況であった.

これらの結果より，調理によって発生する油煙臭や

油汚れなどが室内空気環境に与える影響を軽減するた

めには，実住宅での設置環境を考慮した換気システム

の改善により，基準値以上のレンジフードファンの吸

込み口風量を確保することが望まれる.また，レンジ

フードファンの管理不足や給気不足による排気量低下

も考えられることから，居住者の意識向上も望まれる.
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なった.また，問題点として，換気を積極的に行って

いる居住者でもレンジフードファンの維持管理や給気

に対する意識は低い場合が多くみられたことから，こ

れらの改善が重要であると考えられる.

さらに，喫煙者がいる No. 3， No. 9， No. 11 が家族

構成，調理内容，換気の方法が似ている他の住戸より

も色変化が大きかった理由としては，喫煙の影響が考

えられる.特に No.3 や No.11 の最終的な L1E*ab 値

は他住戸と比べて非常に大きな値となっており，日常

的な喫煙による影響は大であると推測される.

4. 結論

実住宅の LDK 内に設置した試料の色差測定を経時

的に 6 カ月間行ったところ，全ての住戸において油汚

れの蓄積によると思われる色差の増大がみられた.油

汚れの蓄積状況に影響を及ぼすと考えられた因子とし

ては，キッチンプラン，加熱調理機器の種類(ガスと

IH) ，調理内容，レンジ使用時間，換気意識，レンジ

フードファンの吸込み口風量などが挙げられる.以下

に，それぞれの項目がどのような影響を及ぼしていた

かをまとめる.

(1) キッチンプランが及ぼす影響

・キッチンと LD とのつながり方がオープンな住戸ほ

ど， LD への油汚れの蓄積量が多くなる傾向がみられ

た.クローズドタイプの場合， LD よりもキッチンに

約 1.3倍油汚れが蓄積しやすく，セミオープン・オー

プンタイプの場合，キッチンよりも LD に約 1.4 倍油

汚れが蓄積しやすいことが明らかとなった.

・背の高い棚や冷蔵庫の上部には，油汚れが蓄積しや

すいことが分かつた.

・オープンタイプのキッチンでは，下がり壁や梁が油

煙の拡散を防止する効果を持つことが明らかとなった.

(2) 加熱調理熱源の違いが及ぼす影響

・強い上昇気流が発生するガスレンジ使用住戸では，

レンジ上部(他の約 1.2倍)に最も油汚れが蓄積しや

すく， IH 使用住戸ではレンジ上部よりも室の隅(レ

ンジ上部の約 1.3倍)やレンジ近くの壁面(レンジ上

部の約 1.7 倍)に油汚れが蓄積しやすいことが分かつ

た.

(3) 調理時の行動として，調理内容・レンジ使用時

間・換気意識・レンジフードファンの吸込み口

風量が及ぼす影響

・油汚れの蓄積量には調理内容が強く影響することが

明らかとなったが，油煙の室内残留量を減少させるた
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